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自己紹介
名前：徳永 凱（とくなが かい）

経歴：2020年  京都教育大学卒業
 ゼミでは「渋滞学」に関する研究

2020年～2024年 木津川市立泉川中学校

2024年～  京都教育大学附属京都小中学校

※2月7日（金）8日（土）教育実践研究協議会
『義務教育9年間で資質・能力を育成するための
教育課程の再構築に関する研究開発』



京都府 ２年目テーマ研修
『生徒に数学の有用性を実感させる授業の実践』

テーマ研修計画書 テーマ研修実践報告 １年目「貯金箱に入っている
500円玉の枚数は？」



研究について
◯内容

5月 数学に関するアンケートの実施①

6月 授業実践①「さっさ立て」

7月 数学に関するアンケートの実施②

11月 授業実践②「携帯料金プラン」

12月 数学に関するアンケートの実施③

現実事象を数学的に捉えられる
活動を取り入れた授業実践

振り返り，アンケート（授業実
施の1ヶ月後）にて生徒の変容
を分析

現実事象を数学的に捉える活動を取り入れた授業は「数学の有用性を
実感させる」のか。また、生徒にどのような変容があるのかを研究す
る。

◯方法 ◯計画



研究について
◯対象

学校：木津川市立泉川中学校
対象：中学２年生（９０名）
学力：全国平均よりやや下
（全国学力・学習状況調査より）

◯アンケート①の結果より

「数学は好きだ」肯定的な回答 56.1％
（全国学力学習状況調査 平均58.1％）

「日常生活を題材にした授業をもっとしたい」
肯定的な回答 70.7％

全国平均よりも数学が好きな生徒の割合は低い。

昨年度行った問題解決型の授業に対して，興味を示
している生徒が多い。



授業実践①連立方程式の導入「さっさ立て」

単元：中学２年生 連立方程式の導入（１時間）
内容：江戸時代の本に載っている「さっさ立て」（数あてゲーム）

「さっさ立て」の攻略方法を数学を使って見つける。

≪さっさ立てのルール≫
いくつかの磁石を，次の【ルール】にしたがって，AとBの袋に分ける。
【ルール①】袋に1回入れるたびに，「さっ」と声を出す。
【ルール②】Aの袋に入れるときは，1回に2個入れる。
【ルール③】Bの袋に入れるときは，1回に1個入れる。
目隠しした人が，Aの袋とBの袋に入っている磁石の個数をあてる。



「さっさ立て」の授業の流れ
【学習課題】
２０個の磁石で「さっさ立て」を行います。
Aの袋，Bの袋には何個の磁石があるか考えましょう。

①現実の問題提示
「さっさ立て」のルールを教え、指導者が実践。

②数学化
「さっさ立て」を数学で攻略するための見通しをたてる。

③問題解決
４人組で考える。ロイロノートの共有ノートを活用。

④探究活動（単元終了後）
連立方程式を利用して「さっさ立て」に挑戦しよう。



授業実践①の成果
○振り返り（抜粋）
「数学の考え方を遊びにも応用できることを学び、日常生活でも使えそうだ。」
「文字を使うことのよさを知り，いろいろなところで生かせると思った。」

○アンケート（変容が大きい 抜粋）
「日常生活を題材にした授業は面白い」 肯定的な回答 68.3％ 85.4％
「数学が好きだ」 肯定的な回答 56.1％ 62.2％

・数学の有用性を実感できる授業に対して，興味を示す生徒が多い。
・数学好きな生徒が増えた。
・実際の料金プランを調べ、「現実」との違いについて考えていた。



授業実践①の課題
○振り返りとアンケート（抜粋）
「難しかった。」
「数学が使えることは分かったが、解き方は分からなかった。」

○授業の様子
・分からないと考えるのを諦めてしまっている生徒がいた。

・振り返りで難しかったとこたえている生徒
数学が苦手とアンケートでこたえている生徒
課題解決学習は発展的な内容になり、既習事項を理解していないと難しい。

・数学を苦手とする生徒でも、興味を示せる手立てを講じる必要がある。



授業実践②一次関数の利用「携帯料金プラン」

単元：中学２年生 連立方程式の導入（２時間）
内容：携帯のプランを時間と料金に着目し、携帯会社の店員として

初めて携帯を買う中学生にオススメのプランを紹介する。
班でロールプレイング形式で発表し、それぞれが『携帯会社

の社長』という立場で投票して優秀店員を決める。



「携帯料金プラン」の授業の流れ
課題１

K先生はスマホを買うことになりました。K先生は1か月に
400分の通信をます。どのプランを利用するのがお得です
か？また、なぜそのプランがK先生にお得なのかを、店員に
なったつもりで伝えましょう。

基本プラン ０円プラン 無限プラン
基本料金（1か月）

１０００円
基本料金（1か月）

０円
基本料金（1か月）

０円
1分間の通信料

３円
1分間の通信料

５円
通信料定額

２８００円

※「基本料金＋時間あた
りの通信料」のみを考え
るものとする。



「携帯料金プラン」の授業の流れ
課題２
中学生のTさんは初めてスマホを買うことになりました。毎

月の通信料が分からないので、どの料金プランにすればよい
のか迷っています。
店員になったつもりで、班で自由にプランをつくり、Tさん

におすすめのプランを決めて紹介してみよう。

班ごとにロールプレイング形式で発表

携帯会社の社長として、売上に貢献できそうなプランを発表
した班に投票し、優秀店員を決定



授業実践②の成果
○振り返り（抜粋）
「数学は陰で私たちの生活を支えていると思う。」
「今まで数学は意味がないと思っていたけれど、将来上手く生きていくために数学
は必要だと思った。」

○アンケート（変容が大きい 抜粋）
「数学の授業で学習したことは将来，社会に出たときに役に立つ」70.7％ 82.9％
「数学の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考え
る」 65.9％ 72.2％

・身近な題材であるため、より数学の有用性を実感できていた。
・数学を苦手とする生徒でも考えやすい題材で実践①よりも諦めずに考えて
いた。



授業実践②の課題
○アンケートと単元終了後の振り返りより
・「数学が好きだ」 56.1％（5月） 62.2％（7月） 56.7（12月）
・「連立方程式も難しかったが、一次関数になり、より複雑で難しく
なった。」

○授業の様子
・発表に間に合わない班があり、グラフなどを用意できずに発表するこ
とになっている班があった。

・授業展開や条件設定などを工夫する必要がある。
・数学好きな生徒を12月の段階で増やすことはできなかった。 
「分からない。」という気持ちが「数学嫌い」に繋がっている。
普段の授業の土台が大切。
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